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１．法人の概要 

 名 称  学校法人 北恩加島学園（平成１０年４月１７日法人設立） 

 代表者  理事長  原 朝雄 

 住 所  大阪市大正区泉尾５丁目１７番３１号 

 電 話  ０６－６５５１－２８５６ 

 ＦＡＸ  ０６－６５５１－２０９７ 

 設置する学校  

    住 所 大阪市大正区泉尾５丁目１７番３１号 

    名 称 北恩加島幼稚園 

 役 員 

    理 事   ７名 

    監 事   ２名 

 評議員     １５名 

 理事会     １２回開催 

 評議員会    １２回開催 

 職 員     １７名 

 

２．事業の概要 

 （ 北恩加島幼稚園 ） 

 ≪教育方針≫ 

   かけがえのない子ども達を慈しみ、「自主」「遊び」「個性」を大切にする保育

をめざします 

 ≪教育内容≫ 

   広い園庭でのびのび遊べます。運動遊び、製作、絵画、音楽等、多彩な保育に加

えて、外国人講師による英会話、専門講師による茶道・体力遊び等も正課の中に取

り入れています   

 ≪園児数≫ 

 

クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数

定　員 2 40 2 50 2 50 6 140

2018年度 2 45 2 38 2 44 6 127

2019年度 2 41 2 42 2 39 6 122

2020年度 3 56 2 29 2 44 7 129

クラス数計 園児数計
３歳児 ４歳児 ５歳児

 
 

  専任教員   園長    １名 

 （兼任）    教諭    １５名（６名） 

         職員    １名（１名） 

         嘱託医   ４名 
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≪保育時間≫ 

  月・火・水・木・金曜日 午前９時００分～午後２時 

 ≪早朝保育≫ 

  月～金曜日 午前７時 50 分から 

 ≪納付金≫ 

  保育料［３．４．５歳児］ 年額２７７，２００円（１２分割均等納付） 

  給食費   週 3 回 月額２，５００円 

 ≪入園時の費用≫ 

  入園料   ４５，０００円 

 ≪預かり保育の時間及び費用≫ 

  月～金曜日 午後６時まで 

  （夏冬春休み中の預かり保育は午前８時３０分～午後５時） 

  日払い５００円 

 ≪行事予定≫ 

  親子遠足、こどもまつり、お泊まり保育、春と秋の運動会、芋ほり、ハロウィン、 

カレー作り、クリスマス会、おもちつき、生活発表会、小学校との交流、老人会と

の昼食会や遊びの交流 

 ≪施設関係≫ 

園地面積 １，４４３㎡  運動場面積 ７５５㎡  

エアコン入替工事を実施。 

≪設備関係≫ 

 サッカーゴール、鉄棒、テント、ピアノ等を整備、全室に冷暖房完備、警察直通非

常通報ボタン、パトライト付サイレン、警備会社による２４時間警備。 

≪事業報告≫ 

２０１９年度の事業は、前年度より園児数が５名減少したものの、保護者の協

力を得て全役員・全教職員の真摯な努力により、着実に運営することができた。 

２０１９年１０月より幼児教育の無償化が全園一斉に実施されたが、それに伴

い給食費の負担を保護者に強いることになった。ただ、２号認定の保護者様には

預かり保育料（４５０円）が無償・還元することとなり、保育所から幼稚園へ移

られる 

保護者も考えられるので満３歳児からの受入体制を整備することが求められ

ている。このことから、園としては、新制度への移行はせず、満３歳児の受け入

れを積極的に実施し、私学助成を継続していく。 

自己評価については、確実に実施し公表している。また、その自己評価の内容

を、学校関係者評価委員会で検討し内容を別紙のとおりまとめた。内容を精査・

検討し新年度の評価項目を策定することとした。 

財務面では、事業活動収支計算書より、教育活動収入計が８６，９８５千円（前

年度、８０，９８９千円）、教育活動支出計８１，９１７千円（前年度、７５，

７４６千円）、教育活動収支差額５，０６８千円（前年度、５，２４３千円）、
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経常収支差額比率５．５２％（前年度６．１４％）と安定した経営状況になった。 

また、人件費比率（人件費／教育活動収入計＋教育活動外収入計）は、５９．

７２％（前年度５４．５４％）となり、前年度より上昇した。翌年度繰越支払資

金は、当年度の保持すべき資金（第４号基本金）の額を相当上回る額の支払資金

を保持できているので、資金繰りは問題ない。 

新年度、園児数は前年度より７名増加となる。 

また、当年度の卒園児は４４名であるので、同数以上の園児確保を目指す。 

３．財務状況 

 別紙参照。 


